


















































































































































































































































































































































































































































王フェルナンド 7 世（Ferdinand VII of Spain）
を担ぐ絶対主義派と自由主義派との駆け引きを，














り」（there were several plausible grounds），「ナ































で，「我が国の苦難」（the distress of the country），













































手記や書簡を議会で披露した。1823 年 4 月 24 日
のスペイン問題に関する上院審議で，リヴァプー































































































































































































自国の防衛に熱心である」（the Portuguese are 
desirous of defending ourselves） ため，「（フラ
ンス軍が侵入すれば）我々に支援を要請するだろ













（Louis XVIII of France）が逝去し，絶対主義の












































































































































































たという事実だけで』（the mere fact of sending 
our troops），ポルトガルを脅かす破滅の危険を
回避できる」，「ポルトガルの国土に『英国陸軍が
ただ存在しているというだけで』（by the mere 













の 摂 政 と な る た め 帰 国 し た 際， ミ ゲ ル 1 世
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